
令和２年宮崎県における財・サービスの流れ

〔宮崎県内〕 〔宮崎県外〕

中間投入率 粗付加価値率

県内生産額
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移輸出

県内最終需要
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（注意） 1

2

3 　四捨五入の関係で、内訳は必ずしも合計と一致しない。（ ）は、構成比を示す。

　ここでいう「消費」とは、家計外消費支出、民間消費支出及び一般政府消費支出をいい、「投資」とは県内総固定資
本形成及び在庫純増をいう。

1兆9207億円

(24.8%)

(30.1%)

(69.9%)

(68.4%)

4兆4575億円

3兆5114億円

(78.8%) (21.2%)

2兆3108億円

移輸入

　「財」は、原材料・燃料等の形あるもので、農林水産業、鉱業、製造業、建設業及び事務用品を指し、それ以外を
「サービス」としている。

(75.2%)

移輸出

(31.6%)

消費 投資

9462億円

総供給

総需要

最終需要

9兆3281億円

9兆3281億円

6兆3782億円

(38.6%)

サービスの生産

4兆3115億円

(61.4%)

(22.6%)

財の生産

2兆7058億円

県内生産額 7兆0173億円

(58.0%)

(52.6%) (47.4%) (45.9%) (20.8%) (10.8%)

(42.0%)

4兆0675億円中間投入 2兆9498億円 粗付加価値

8467億円 9175億円 4374億円

財の投入 サービスの投入

1兆5504億円 1兆3995億円

雇用者所得 営業余剰
資本減耗

引当
その他

1兆8658億円


